











































文学における恐怖政治J(Les fleurs de Tarbes ou la Terreur dans les Lettres， 1941，以
下 fタルブの花J)5と、戦中・戦後におけるサルトルの批評および文学論、特に











































































この変節の契機については、 j棋を追って検討しなければならな~ ~ 0 サルト jレは、
自ら筆を執った irレ・タン・モデルヌ』誌創刊の辞J({Presenta註ondes Tem戸s








しれなしリ 13(QL [3J 157/146頁)というような類似的な記述が見られる。ポーラ

































































































































スの作家にとっては、やがて失われるべき楽顕だったJ23 (QL (3) 105/101頁)と
される。つまり、 18世紀の作家たちは、それ以前の内輪向けの読者(中世にあって
は聖戦者集団、 171立紀にあっては社交界の貴族)ではなく、貴族階級とブjレジョワ






























































































































































































































見・伝説を払いのけるために 20頁を費やすかもしれなしリ 43 (QL (3J 76/76頁)。
共有していない体験を言葉によって共有するためには、質的にも量的にも{多く
の分析や用心が必要jとされる。いみじくもこの時期は、サルトルがスペイン内乱
からナチス進撃までの時期を描pた未完の長編小~ r自由への道JI (Les chemins de 



























































るJ48 (QL [3) 77/77頁)と述べている。
また本章の冒頭でも示唆したように、 18世紀の作家たちは貴族階級にもブルジョ
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主義の問題が、 1945年 10丹にクラブ・マントナンで、行なわれた講演 f実存主義とは人間主義であ











ては以下を参照:SARTRE， (L'anthropologiqlle)， Situations lX， Gallimard， 1972， pp. 83-98 (サルト







はなにかjでも依然として、パタイユを「シュルレアリストのチャンピオンJ(QL (4) 296/282 
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「テロリズムJから「テロリズム・コンプレックス」への移行とは必ずしも合致しないが、少な
くともこの移行を準備するものとして解釈することができる。
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dire les souvenirs communs et les perceptions communes. la situation du couple et ses entTeprises， 
bref le monde tel que chacun des interlocuteurs sait qu'il apprait主j'autγe.Ainsi de la lecture: les 
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44 実際、{自由への道j第十 2部は、(f文学とはなにかjがフランスで発表された)1947年にエ
1)ック・サットン (EricSu社on)によって英訳され、ニューヨークとロンドンでペンギン社から
刊行されている。ちなみに、戦前の代表作 ru園口~J (La Nausee， 1936)の英訳は 66年まで挨た
なければならず、この点から言っても、アメ 1)カにおけるサルトルの本格的な移入は戦後になっ
てからと考えるのが一般的である o
45 PAULHAN， (Jean-Paul Sartre n'est pas en bons termes avec les mots)， Petite preface a toute critique， 
L三Tempsqu'il fait， 1988[lor， Editions de Minuit， 1951]， p.82 : Jean-Paul Sartre s'est une fois pour 
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Sartre， il n'y est pas une fois question de langage.この論考の雑誌掲載時の表題は、(Jean-Paul
Sartre est en mauvais termes avec les mots). 
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